
会合記録
1 1.昭和56年度秋季研究発表会なら 酒井洋吉 日本技術開発紛

びにシンポジウムについて 坂本明雄徳島大学

( )内は出席者数 12. 熟年者活性セミナー共催につい 多田幸生神戸大学

庶務幹事会 3 月 2 A (刀)( 4) ーζ 11r諸橋成美 日本電信電話公社

編集委員会(OR誌) 13. 研究受託について 出口 嘉則沖見公認会計士事務所

3 月 6 日(金)( 5 ) 「薬価基準存在下における医療用 中島 経営工学研究所

支部長会議 3 月 11 日(水)(15) 医薬品の流通問題に関する研究J 西 敏雄三菱石油紛

編集委員会(論文誌) 14. 支部長会議報告 長谷川寿彦 日本電信電話公社

3 月 18 日(水)( 5 ) 15. 総会の日時，会場等 原因一雄石川島搭磨重工紛

IAOR委員会 3 月 26 日(木)( 2 ) 16. その他 藤原 豊松江工業高等専門学校

庶務幹事会 4 月 1 日(水)( 3 ) 第 7 岡理事会議題( 4 月 21 日) 三村 1専亮紛ダイヤリサーチ

会計幹事会 4 月 3 日(金)( 3 ) 1.第 6 回理事会議事録の承認、 吉岡研一広島市監査事務局

編集委員会(OR誌 )4月 3~(金) ( 8 ) 2. 入退会の承認 吉田賢雄日商岩井紛

理事会 4 月 7 日(火)(18) 3. 国際関係報告 吉田 俊博 日本アイ・ピー・エム胸

研究普及委員会 4 月 10 日(金)( 9 ) 4. 熟年者活性化セミナー協賛依頼 渡辺武久富士通紛

庶務幹事会 4 月 15 日(水)( 4) 
5. 「市民による市民のためのまち 番勝入会(学生会員)

会計監査 4 月 15 日(水)( 4 ) づくり」後援依頼 6. その他 安部恵介東京大学

評議員会 4 月 21 日(火)(47) 井村博之大阪大学

理事会 4 月 21 日(火)( 18) 入退会 字体川雄二東京工業大学

IAOR委員会 4 月 28 日(火)( 3 ) (56.1. 31-56.4.7) 梅原英一東京工業大学

第 B 図理事会議題( 4 月 7 日) 務入会(正会員) 戎 慣行大阪府立大学

1.第 5 回理事会議事録の承認 友達弘之 日本放送協会 大西匡光京都大学

2. 入退会ならびに除名者について 阿部威郎 日本電信電話公社 下沢朋也京都産業大学

3. 昭和55年度目本OR学会賞候補 相悶研一アイダ電機紛 徳田喜久雄京都大学

推薦ならびに研究助成推薦状況 浅野孝夫東京大学 前田 陵九州大学

4. フエロー推薦 石川徳衛三菱電機紛 八尋雄次東京工業大学

5. 昭和55年度事業報告(案) 小笠原治国士館大学 横山 宏大阪府立大学

6. 昭和男年度決算報告(案) 兼広崇明住友生命保険 越 大生京都工芸繊維大学

7. 創立25周年記念事業計両(案) 小林由紀男 玉川大学 Stanistaw L. Kry凸ski

8. 昭和56年度事業計画(案) 小山 幸久脚ビジネス・コンサノレ 東京大学

9. 昭和56年度予算(案) タント 豪勢賛助会員

10. 昭和59年度春季研究発表会報告 佐藤紅一大日本製薬脚 日本電信電話公社関東電気通信局

編集後記入聞の思考を二つにわけてみよう.一つは情

報検索，つまりいろいろなことを覚えていて必要に応じ

て思い出す.もう一つは論理分析.つまり基本的知識の

みから深い思索によって真理に達する.ORの特徴はか

ってむしろ後者にあったが，世界が21世紀にむけて大き

くゆれ動き，本特集のような国際問題がますます重要に

なりつつある現在，前者の特徴も大いに生かさねばなる

まい. (T) 
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